
YOKOGAWAの一年

マネジメント・トピックス 受注・研究開発・製品・ソリューショントピックス

		医薬品原薬・中間体の開発製造受託事業を行う合弁会社の事業	
開始
（シオノギファーマ／千代田化工建設／大成建設／藤本化学製品／
竹中工務店／横河電機／長瀬産業）

2022.4

		廃棄物・バイオマス発電所向け効率改善技術をもつデンマークの
Dublix社を買収

2022.5

		製造業のDXを支援する「横河デジタル株式会社」を設立

2022.7

		東南アジアにおけるERP事業成長の加速のため、Votiva社を買収

2022.9

		重合反応プロセス測定のデジタル化におけるパイオニアFluence	
Analytics社を買収

2023.2

		プラント自律制御AI（FKDPP）が	「第52回	日本産業技術大賞」の	
最高位「内閣総理大臣賞」を受賞
		温室効果ガス排出削減目標のScience	Based	Targets（SBT）認定
を取得
		合弁会社「シンクレスト」を設立し、中分子医薬品向け受託研究開発
製造事業に参入
（大塚化学／横河電機）

2023.3

		経済産業省指針に基づく	 	
「DX認定事業者」に再選定

2023.4以降

		経済産業省と東京証券取引所
による「デジタルトランスフォー
メーション（DX）注目企業2022」
に初選定
		民間月面探査プログラム「HAKUTO-R」にサポーティングカンパニー
として参加
		第146回定時株主総会を開催

2022.6

		横河電機とドコモが、5G・クラウド・AIを活用したリモート制御に	
成功

2022.5

		アフリカ最大の地熱発電量を誇るケニア共和国のオルカリア地熱発
電所に発電性能などの遠隔統合管理を行うIoTシステムを導入

2022.8

		シェルがロッテルダム港に建設するヨーロッパ最大のグリーン水素
プラントのMACに選定

2022.9

		オーストラリア商用グリーン水素プロジェクトの統合制御システム	
サプライヤーに選定

2022.11

		日本初、運転員の操作を学習したAIによりプラントの自動運転を	
実現する「オートパイロット」を提供開始
（NTTコミュニケーションズ／横河ソリューションサービス）

2023.1

		世界初	強化学習AIが化学プラントに正式採用
（ENEOSマテリアル／横河電機）
		プロセスガスクロマトグラフ「GC8000」用ソフトウエア「ガスクロマト
グラフAIメンテナンスサポート」を開発・発売

2023.3

		エッジコントローラで自律制御AIを	
活用できるサービスを提供開始

2023.2

		千葉県市原市五井地区、千葉市蘇我地区におけるカーボンニュート
ラルなコンビナートの実現に向けた共同検討の覚書を締結
（岩谷産業／宇部マテリアルズ／ＫＨネオケム／コスモ石油／ＪＦＥ	
スチール／ＪＮＣ／デンカ／丸善石油化学／ＵＢＥエラストマー／	
横河電機）

2022.12

		近・中赤外帯の光スペクトラムアナライザ
「AQ6375E」と「AQ6376E」を発売
（横河計測）

2022.7

		ペーパレスレコーダ・データロガー「SMARTDAC+」向けにAI搭載	
「設備・品質予兆検知ツール」を発売

2022.4

		ESGの主要なインデックスに採用

ESGインデックス

IR活動

日本

グローバル

IR活動関連の評価

GPIFの国内株式運用機関が選ぶ「優れた統合報告書」&「改善度の高い統合報告書」
（年金積立金管理運用独立行政法人）

「優れた統合報告書」 	（2017年度～2019年度、2021年度、2022年度）
「改善度の高い統合報告書」		（2017年度、2018年度、2021年度）

有価証券報告書「記述情報の開示の好事例集」
（金融庁）

5.「経営者による財務状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
（MD&A）」「(２)キャッシュ・フローの状況の分析・検討内容等」に掲載（2020年度）

3.「経営方針、経営環境及び対処すべき課題等」に掲載（2022年度）
日本IR優良企業賞

（一般社団法人日本IR協議会） IR優良企業特別賞 （2019年度、2022年度）

インターネットIR表彰
（大和インベスター・リレーションズ株式会社） 優良賞 （2013年度～2015年度、2018年度～2020年度）

全上場企業コーポレートサイト充実度ランキング
（日興アイ・アール株式会社）

最優秀サイト （2016年度～2021年度（6年連続））
優秀サイト	（2013年度、2015年度）
優良サイト	（2014年度）

Gomez IRサイトランキング
（株式会社ブロードバンドセキュリティ）

銀賞	（2019年度、2020年度）
銅賞	（2013年度～2018年度、2021年度）

主な取り組み 2022年度 目的 内容

アナリスト・機関投資家向け

決算説明会 4回
決算ならびに経営方針・
戦略などの説明および 
理解促進

四半期ごとに決算説明会を開催※1（第2・4四半期は社長およびIR担当役員、第１・3四半
期はIR担当役員による説明ならびに質疑）

社長によるミーティング 10回
（約20件） 国内外のアナリスト・機関投資家との対話※1,2（スモールミーティングを含む）

IR担当によるミーティング 約350件 国内外のアナリスト・機関投資家との対話※1,2（国内約250件、海外約100件）

事業説明会／IR DAY／ 
サステナビリティ説明会 １回

ビジネスへの理解促進

サステナビリティへの取り組み（2019年）、Industrial Automation to Industrial Autonomy
への取り組み※2（2020年）、バイオエコノミー分野への取り組み※2、制御サブセグメント

「エネルギー＆サステナビリティ事業／マテリアル事業／ライフ事業」の事業概要・戦略
およびDXの目標や成果・進捗等※2（2021年）、業種別マネジメントの進捗とエネルギー
＆サステナビリティ事業およびDX戦略と進捗※2（2022年）についての説明会などを開催

（各担当役員およびマネジメントによる説明）

ユーザ／
工場見学会 －※3

JXTGエネルギー様水島製油所見学会（2018年）、シンガポールオフィスツアー（2018
年）、中国・蘇州工場およびお客様製薬プラント見学会（2019年）、甲府工場見学会

（2013年～2019年）などを開催
個人投資家向け
電子メール配信 12回

中長期的な企業価値向
上についての理解促進

決算説明会、事業説明会の資料公開やウェブサイト更新などの情報発信
会社説明会 －※3 継続的な対話の場として、定期的に会社説明会を開催
メディア出演 1回 個人投資家向け番組である日経CNBC「トップに聞く」に当社社長が出演（2023年）
※1：テレカンファレンス活用　※2：リモートツール活用　※3：2020年度以降COVID-19の影響により未実施

主な活動状況

社外からの評価

インフォメーション

https://www.yokogawa.co.jp/about/ir/

ESGインデックス、社外からの評価の詳細については、当社ウェブサイトをご参照ください。
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